
















通は早くから詩歌への関心が強く、自ら詠じる――詩集『法性寺殿御集』・歌集『多田民治集』 残る――のはもとより、すすんで歌会・作文会を開催しており、歌人・詩人らを庇護していたのである。基俊は忠通邸に召される の一 近侍していた。その中で忠通は、『長承二年相撲立詩歌合』の制作といった、基俊の文事面 の実力を見込んだ依頼をしている。一方基俊は、政界の首座にある忠通に便宜を願うことがあった。その つが子息光覚についての依頼 あった。子の将来を思う親心 自らの家

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































前句の「龍駒」は、すぐれた子ども。「山居」に同行し 「李部少卿」（式部少輔の唐名）の「少 」は、早くも卓抜な才を発揮していたようである。対して自分は、「鶴子」がそう るように、我が子を慈しんで育てていると述べ 。「千年」は、鶴が長寿の鳥であることを示すとともに これまでずっと 意を表すのであろう。「羽毛を刷
かきつくろ
ふ」は、親が子の毛づくろいをすること。

















































































ぐって――二詩の第七・八句の表現を中心に――」（「国文学論考」第十六号、一九八〇年二月）、内田順子 菅原道真の「基経五十賀屛風図詩」について――「用賢」と 長生」――」（「和漢比較文学」 三十九号、二〇〇七年八月）参照。
（４
 ）この歌の「九重の沢水」は、「鶴鳴 の「九皐」を言い換えたも であるが、「ここのへ」は宮中・宮廷の意であり、人目に付かない奥深いところの意とはならない。同歌収める『拾遺集』（巻九・
571・雑下）には「ここのつ」とあ






























































































































































 それはまことしき文者にて、御前の作文 は 文たてまつられし とよ。少々の男 は勝りてこそ聞こえはべり
しか（『大鏡』中・内大臣道隆）
　　
 に明かである。ただし、その漢詩文は残っていない。
